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チャンバー内におけるカラーコピー機から発生する
ナノ粒子測定の試み
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目的： カラーコピー機から発生される粒子のリアルタイム測定

方法： コピー機を静電防止アルミチャンバー内に設置し、コピー機待機、コピー時及び
コピー完了時の過程をリアルタイムに濃度変化を測定する。

使用機器： ＳＭＰＳ（Ｍｏｄｅｌ－３0３４　ＴＳＩ社　米国）

小型凝縮粒子カウンター　（Ｍｏｄｅｌ－３００７　ＴＳＩ社　米国）

測定条件： ＳＭＰＳ： ①サンプル吸引量：　１．０Ｌ/ｍｉｎ

　　　　　　 ②時間分解能：　　　　３分/１スキャン

小型凝縮粒子カウンター ①サンプル吸引量：　０．７Ｌ/ｍｉｎ

　　　　　　 ②時間分解能：　　　　１秒
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カラーコピー機運転時における経時的粒径変化
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カラーコピー機運転時における経時的個数変化
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実験風景：

アルミチャンバーと実験機器↑→

←粒子のサンプリングポイント


